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  当時の聖書以外の文献にも「イエス」の

存在が記されています。『ユダヤ古代誌』を

記したヨセフス(37-100 年頃)という人は

「さて、このころ賢人イエスがいた――彼

は人と呼ぶことが正当であればのことであ

るが。なぜならば彼は驚くべき業を行なう

者であり、真理を喜んで受け入れる者たち

の教師であったからである」と記録してい

ます。このようにイエスという人がいたこ

とは聖書にだけ記されているのではなく、

他の歴史文書にも残されおり、その存在を

否定することはできません。 

そのことを確認した上で、私たちがイエ

スをどのように評価するのかを考えたいと

思います。ヨセフスが書いたように、イエ

スは驚くべき業を行ないました。聖書にも

多くの奇跡を行ったことが記録されていま

す。病人を癒し、悪霊を追い出し、嵐を一瞬

で鎮め、死人を生き返らせました。当時の

人々もそれらを目撃して一様に驚きました。

また、教えにも優れ、イエスの教えを聞い

た人々はその教えに驚き、どこからこんな

知恵を得たのか、と言いました。また、イエ

スはご自分について次のように言われまし

た。「わたしが道であり、真理であり、いの

ちなのです。わたしを通してでなければ、

だれも父のみもとに行くことはできませ

ん。」これは本当に驚くべきことばです。自

分こそが「道」「真理」「いのち」だと言うの

です。ここで言っているのはイエスを通っ

ていかなければ救いはないし、真理に辿り

着くことはないし、永遠のいのちに至るこ

とはない、ということです。これは非常に

傲慢な発言と言えるかもしれません。もし

誰かのこんな発言を聞いたら、どうかして

しまったのではないか、と心配になります。

しかし、これを聞いた弟子たちは心配した

り、怒りを覚えたりすることはありません

でした。それもそのはずです。イエスはそ

の生き方と教え、愛を示された行動、憐れ

イエスは彼に言われた。「わたしが道であり、真理であり、い

のちなのです。わたしを通してでなければ、だれも父のみも

とに行くことはできません。」【ヨハネの福音書 14章 6節】 



みに満ちた言葉、数々の奇跡を行い、自然

や霊を支配し、病を治め、死さえも解決す

ることを示してこられたからです。そのイ

エスを見てきた弟子たちは、イエスが「わ

たしが道であり、真理であり、いのちなの

です」と言われても決して驚くことはあり

ませんでした。また、イエスご自身にも神

としての明確な自覚がありました。もちろ

んイエスを全員が信じたのではなく、反発

を覚えた人たちもいました。しかし、それ

はその人たちの利権や立場を死守するため

の反発であり、正当な主張ではありません

でした。彼らは死人が生き返るのを見ても

反発を覚え、イエスを殺すことを計画し実

行に移しました。 

 果たして私たちはイエスという人をどの

ように評価するでしょうか。イエスはご自

分を「神と等しい者」としていたわけで、こ

のような人に対しては三つの評価があり得

ます。第一は「妄想につかれた狂人」、第二

は「意図的な嘘つき」、第三は「まことの神」

です。C.S.ルイスは「彼の道徳的教訓の深さ

と穏健さ、それと対照的な彼の神学的教訓

の背後にある誇大妄想的な発言との間の矛

盾は、彼をそのまま神としないなら決して

満足のいく解答を与えることはないと考え

られる」と言いました。あなたは、イエスを

どのように考えるでしょうか。イエスには

妄想につかれた人の異常さは見られません

し、意図的に嘘を言い続ける人の偽善的態

度も見られません。イエスをどのように見

るのかが私たちの未来に決定的な影響をも

たらします。この道であるイエスを通り、

真理を獲得し、永遠のいのちを受け取って

頂きたいと心から祈り願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～集会案内～ 

〇日曜日：第一礼拝 9:00～ 第二礼拝11:00～  〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:10～10:40（子どもは第二、第四週目、大人は第三週目）19:30～21:00 

〇毎月第2火曜日：ユニケの会 9:00～12:00（子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。教会の HPから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、旧統一協会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

今回歴史家ヨセフスを登場させたのは、多

くの人が抱いているかもしれない誤解を解

くためでした。それは、「イエスは聖書にし

か登場せず、実は架空の人なのでは」と思っ

ている方に対して、「ちゃんと当時の聖書外

資料にも登場し、架空の人ではなく歴史的

存在として認められているのです」と知っ

てもらいたかったからです。その上で、イエ

スの弟子ではなく、おそらくクリスチャン

でもないヨセフスもイエスが行った優れた

業について記録していることは注目すべき

ことだと思いました。私の願いはイエス様

を多くの人に知ってもらい、永遠のいのち

を受け取って頂くこと。そのためにこれか

らも知恵を頂きつつ務めていきます。 


